
 

 

 

 

 

『だれかがきたよ』   

得田 之久／ぶん  

垂石 眞子／え 

福音館書店（2024 年）  

 

よる、えほんをよんでいるとピンポーンがなり、げん

かんに、あひるがうきわをもってたっていました。いっ

しょにおふろへはいると、つぎはパンダがやってきまし

た。そのあとにわにがやってきました。つぎつぎとどう

ぶつがやってきてにぎやかなよるになりました。 

『もりのおばけ』  

かたやま けん／さく・え  

福音館書店（2011 年） 

 

 

ぼくとおとうとは、もりのなかまでかけっこを

した。ぼくのほうがはやいから、たちまちおとうと

はみえなくなった。でも、このもりのなかは、なん

だかきみがわるい。おとうとはまだかな。「おーい」

とよぶぼくのこえにこたえたのは…？ 

『くらーいくらいおはなし』 

ルース・ブラウン／作・絵 

深町 眞理子／訳 

佑学社（1987 年） 

 

あるところに、くらーいくらいあれちがありました。

あれちには、もりがあります。くらーいくらいやかた

の、くらーいくらいドアをとおって、くらーいくらい

ろうかをぬけて、おへやにはいると、くらーいくらい

とだながひとつ。くらーいくらいすみっこには？ 

『いじわるなないしょオバケ』 

ティエリー・ロブレヒト／作 

フィリップ・ホーセンス／絵 

野坂 悦子／訳 

文溪堂（2009 年） 

 

サラはママのしんじゅのくびかざりをこわしてしまっ

た。「どうしたの？」ってきかれて「ううん、べつに」っ

てこたえると、くちからオバケがとびだした。ないしょ

にするたびふたつめ、みっつめとどんどんふえて、いえ

のなかは、ないしょオバケでいっぱいになった。 

『おやつどろぼう』 

阿部 結／作 

 福音館書店（2025 年） 

 

 

アカーキーは、おかあさんがかくしたケーキが

きになって、ねむれません。さがしにさがしてケー

キをみつけたけれど、しましまのいきものが、れい

ぞうこのつうろからケーキをぬすんでいくのをみ

てしまい、いそいでおいかけました。ケーキはとり

もどせるでしょうか。 

『ひょうたんめん』 

神沢 利子／文 

赤羽 末吉／絵 

復刊ドットコム（2017 年） 

 

おとじろうまごじろうは、かいものがえりの山みち

で、おばけのひょうたんめんにであいます。かってき

たしお、つれていたうまをたべられてしまい、つぎは

いよいよじぶんがたべられるばんがやってきました。

むがむちゅうでおとじろうまごじろうはちえをしぼり

ます。 
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